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【活動実施体制】

事業実施団体： 特定非営利活動法人グレーターメコンセンター（NPO-Greater Mekong Center）

現地提携団体： （ミャンマー側）Greater Mekong Subregion Agriculture and Education Development Center

（タイ側）Thai Japan Education Development Foundation

公益財団法人　日本財団（The Nippon Foundation）

MOU締結先： ミャンマー連邦畜水産・農村開発省（Ministry of Livestock, Fisheries, Rural Development）

（現農業畜産灌漑省：Ministry of Agriculture, Livestock and Irrigation）

カレン州：カレン農業省（Karen Agriculture Department）

カヤー州：カレニー社会福祉開発センター（Karenni Social Welfare & Development Center）

モン州：モン救済開発委員会（Mon Relief Development Committee）

シャン州：三民族農業開発センター（Triple Agriculture Development Center）

【事業の必要性と課題への挑戦】

・ 少数民族の社会全般に貧困が蔓延している

・ 少数民族地域は政府支配地域と比較して貧しい

・ 中央政府の補助などの機会なく国際支援活動の機会も乏しい

・ ミャンマー政府は農畜産業の生産性向上と農村経済の発展による貧困削減を重要課題として掲げている。

・ 少数民族地域では、農業が唯一の産業である

なお農業開発の考え方は以下の通りで、次項で具体的な事業内容と活動の関係性を記載する。

A. 環境配慮型農業の普及

・自給自足型の農業という現状から投資抑制型（農薬・化学肥料を使わない）農業技術支援が最適である

・少数民族自身が自然環境を守る、環境負荷の小さな農業技術の普及を望んでいる

B. 農業による所得創出や生活水準の向上

・換金性の高い作物を普及する。自給自足の余剰分を増やし安定的な所得に繋げる

・土質/水質調査、適切な施肥/水管理などを行い、地域に適する農業栽培方法を見出し、品質改善、収量増加を図る

C. 連携ネットワークの構築

・初期投資支援と災害リスクの軽減のためにシードバンクを通じ良質の種子供給を行う。

・地域ブランドや販売ネットワークを立ち上げ地域一体型の相互扶助の仕組みをつくる、

本事業では、外務省のN連事業による資金援助を受け、下記の理由に基づき、農業を通した少数民族地域開発を行う。本団体はミャンマー

畜水産・農村開発省と少数民族農業団体の両者と各々MOUを交わしている。タイ国のインフラを活用しているので、タイ国外務省とタイ軍国
境警備隊の承認も受けている。

パートナーシップ：

日本NGO連携無償資金協力

農業開発によるミャンマー少数民族の所得創出支援プロジェクト（第1期）

事業総評

本事業は「少数民族との国民和解に向けた日本政府の支援」実施事業であ
る。本団体が認識する国民和解の障害と課題は以下の通り。

本団体は少数民族地域の貧困脱却、民生の安定向上支援を通じてミャンマ
ーの国民和解に貢献することを活動目的としている。 図：事業方針ピラミッド

①ミッション

②ビジョン

③事業戦略

④戦術

ミャンマー中央政府と少数民族との政治的和解

少数民族地域の民生の安定（向上）

農業を通した少数民族地域開発

環境配慮型農業の普及、農業による所得創出

連携ネットワーク構築

本事業
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日本NGO連携無償資金協力

農業開発によるミャンマー少数民族の所得創出支援プロジェクト（第1期）

【事業内容と活動の関係性】

① 人材育成（有機農業技術の普及員育成）

② 拠点維持運営（農業収入による安定的な施設運営活動）

③ 農業保険体制構築（相互扶助ネットワーク構築）

【目標の達成度】

ベース・プロジェクト

1.人材育成（有機農業技術の普及員育成）：計画以上に達成

長期研修目標達成度：92%、短期研修目標達成度：126%（参加者数）、170%（生活向上の知識・技術取得）

副次的成果：他国政府機関や他のNGO、国立大学と連携した公的な研修の実施

2.拠点維持運営（農業収入による安定的な施設運営活動）：未達成

農業生産による収入目標達成度：35.2%（運営費の一部補填）

主な未達成要因：農作物の越境制限により、タイ国内への販売が困難となったため

3. 農業保険体制構築（相互扶助ネットワーク構築）：計画以上に達成

シードバンク目標達成度：287.2%（種子保管量）、107%（セミナー受講者）

指標外成果： シードバンクの試験的貸付を開始

サテライト・プロジェクト

4.僻地開発（農業による地域開発による地域住民への裨益）：計画以上に達成

僻地開発目標達成度：173%（参加者の生活向上）

指標外成果： 国内避難民への農業知識・技術の提供。小学校のプログラムとして実施。栽培意識の変化（冬野菜栽培の

初挑戦）。作付実験を成功した作物の普及。有機肥料や土質改良による収量・品質の向上、栽培費用の削

減。研修による肥料の品質向上

裨益ターゲットは少数民族地域支援の末端にある僻地コミュニティーである。活動④：僻地開発を目指しサテライト・プロジェクトを推進する。
活動①：人材育成、活動②：拠点活動、活動③：連携ネットワーク構築の3活動をベース・プロジェクトで実施して、サテライト・プロジェクトを支
える。

・僻地開発に共通する課題（初期投資、災害時支援）をバックアップする仕組みを構築する（第1期：シードバンク制度）

・地域ブランドを創設（第1期）し、連携販売ネットワークを試験的に展開（第2期）することで、僻地末端のコミュニティ

ーへと裨益を生む仕組み作りを行う

・少数民族地域全般の裨益者数を増やすため、ベースプロジェクトで先ず農業技術を普及する人材を教育する。教育された人材の活
動をフォローアップするためサテライトプロジェクトを行う。

・少数民族自身で農業開発を遂行できるように少数民族農業団体に人材育成の機能を教える。

・コミュニティーに普及していくため、拠点で換金作物の作付実験等を実施する

・少数民族地域と外部社会を繋ぐ窓口の役割を果たす

図：活動の関係

コミュニティー

活動②：拠点活動 活動④：僻地開発

活動③：連携ネットワーク構築

活動①：人材育成

コミュニティー

M
a

rk
e
t

裨益ターゲット
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 長期研修細評

【研修概要】
目的：

招聘対象：

選定基準：

講師：

※

特別講師：

協力者：

【活動成果】
修了生数：

【修了証明書】

【研修修了生属性】
修了生数：

構成数：

タイ大学認定研

修コース：

コミュニティー開発のためのアプローチとツール（60時間）、持続可能な自然資源管理（120時間）、応用方法（

60時間）の計240時間

ミャンマー少数民族地域にて環境保全型農業の指導・普及を行う農業リーダーを育成する

ミャンマー少数民族支配地域、影響地域住民

①ミャンマー少数民族支配地域、影響地域在住、②研修を受けるのに十分な学力を有する、③将来の農業リーダ

ーを志す者、を基準として、少数民族農業団体と協議し選定

農業専門家補佐やカウンターパートスタッフが指導（農業専門家は適宜アドバイス）

3ヶ年事業終了後、少数民族自身が活動を継続していくために、指導を経験させた

タイ国立大学認定研修カリキュラムはタイ国立大学の教授（僻地開発学）が担当

IRC（国際救援委員会）、USAID（アメリカ合衆国国際開発庁：IRCへの資金提供とモニタリング）

タイ国立コーンケン大学（人文社会学部）、タイ国立マハサラコン大学（環境資源学部）

46人（カレン州：20人、カヤー州：26人、最終試験平均点90.6%）が卒業

※
タイ国立大学認定の研修修了証明書を授与。ミャンマー民主化後、国際社会によりミャンマー・タイ国境地域で公

的な教育資格を提供する研修が企画されているが、実現に至ったケースは稀である。

性別（男33人、女13人）、民族別（カレン族14人、カヤー族26人、アラカン族4人、モン族1人）

年齢別（10代28人、20代15人、30代3人）

地域区分別（少数民族支配地域14人、少数民族影響地域32人）

研修の質向上：
他国政府機関や他のNGO、国立大学と連携し、共同実施を行ったことで、先行事業と比較しても非常に質の高い

研修を提供することが可能となった。

課題： 大学認定の研修カリキュラムにより、農業実習にかけられる時間が減少した。

46人（カレン州：20人、カヤー州：26人、研修離脱者4人）

※ミャンマーの教育制度は、5歳からの初等5年、中等4年、高等2年間である（義務教育）

希望者は、その後16歳以上より大学や専門学校、職業学校に進学する

修了生職業データ
(人)

(年齢)

修了生の年齢別性別構成

表：修了者農民の収入

表：修了者農民の学歴

カレン州：長期農業研修修了証明書 カヤー州長期農業研修修了証明書
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 短期研修細評

【概要】
目的：

対象：

講師：

※

【参加者属性】
参加数：

構成数：

【活動成果】
成果指標：

アンケート：

【研修内容】
・

・

・

州 研修内容 指導内容 参加者数

短期農業研修
座学：環境保全型農業概論、土質改良、害虫管理、計画栽培

実習：有機肥料試作、植物繁殖法、キノコ栽培
30 1/14 ～ 1/18

短期適正技術研修
座学：エンジン・ソーラーシステムの仕組み

実習：バイクエンジン修理、ソーラーパネル修理
15 1/3 ～ 1/5

短期加工技術研修
座学：食品加工・衛生用品加工の工程説明

実習：ローゼルジュース試作、自家製食器用洗剤・ハーブ洗剤試作
30 1/19 ～ 1/21

短期農業研修
座学：環境保全型農業概論、土質改良、害虫管理、計画栽培

実習：有機肥料試作、天然害虫駆除剤試作、近隣への農場視察
26 6/8 ～ 6/11

短期適正技術研修
座学：エンジン・ソーラーシステムの仕組み

実習：エンジン修理、ピストン固定方法、ソーラーパネル修理
22 12/8 ～ 12/12

短期加工技術研修
座学：食品加工・衛生用品加工の工程説明

実習：発酵米、自家製洗剤、自家製鎮痛剤
22 12/19 ～ 12/23

短期農業研修
座学：環境保全型農業概論、土質改良、害虫管理、種子自家生産

実習：有機肥料試作、天然害虫駆除剤試作、植物繁殖法
49 7/11 ～ 7/15

第2回短期農業研修
座学：環境保全型農業概論、土質改良、害虫管理、農場計画

実習：有機肥料試作、天然害虫駆除剤試作、洗剤試作
17 8/27 ～ 8/31

短期適正技術研修
座学：エンジンの仕組み

実習：エンジン修理、ピストン固定方法、発電機転用方法
20 10/21 ～ 10/25

短期加工技術研修
座学：茶葉加工・保存食品加工の工程説明

実習：発酵茶の試作、有機野菜のピクルス試作
20 10/27 ～ 11/2

※なお今後は参加者が自身のコミュニティーに帰還し、それぞれ10人にその知識や技術を普及させる。

興味があるものの、長期間の研修に参加できない住民に対し、テーマを絞った研修を提供する

農業改良普及所周辺（ミャンマー少数民族支配地域）のコミュニティー住民

農業専門家補佐やカウンターパートスタッフが指導（農業専門家は適宜アドバイス）

3ヶ年事業終了後、少数民族自身が活動を継続していくために、指導を経験させた

251人（農業：122人、適正技術：57人、加工技術：72人）

性別（男141人、女110人）、年齢別（10代28人、20代15人、30代3人）

職業別（農民121人、日雇い労働者32人、学生58人、無職18人、その他22人）

年齢別（10代91人、20代74人、30代50人、40代以上36人）

短期研修を通して、コミュニティー住民の半数以上の生活が向上している

参加者の84.9%が生活向上のための知識や技術を得ることができたと回答

シ

ャ

ン

州

実施期間が短期間となるため、容易に習得が可能な項目に絞り、指導項目を選定

研修終了後、自身で実践が可能となるよう、座学よりも実習を優先した指導工程を採用

指導項目は農業専門家により選定したが、地域のニーズに基づき一部アレンジ

実施日

カ

レ

ン

州

モ

ン

州

参加者性別 参加者職業 参加者年齢
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施設維持運営活動細評

【活動概要】

【活動成果】

【その他情報】

目的： 事業終了後、外部支援に頼らず、カウンターパート、及び少数民族が活動を継続していく

ための資金的財政的自立を段階的に達成する。

生産活動： ①栽培作物（有機農作物、繊維系換金作物、高換金作物）

②農業加工品（製紙、製糸、食品加工）

③畜産（豚・アヒルの繁殖、魚の養殖）

付加価値向上活動： ①農業加工の製品化、作付実験

②市場調査調査、マーケティング活動

③ブランド化準備

運営費カバー率： 10.56%

未達成要因： タイ国内への販売が困難となったため（ミャンマー側のマーケティングを実施中）

※ カヤー州、モン州では16年7月より生鮮農作物の越境が困難

→ミャンマーとタイの首脳会談による影響と考えられる

※ カレン州、シャン州では16年11月より生鮮農作物の越境が困難

→タイ国王の崩御によるタイの不安定化を予防する対応と考えられる

その他活動成果： モン州の畜産活動は、種豚より繁殖が可能となり、徐々に軌道に乗ってきている。また

またモン州の収入の81.4%を占めており、この畜産モデルを2期よりシャン州でも展開する

作付実験で7種の換金作物が成功し、今後コミュニティーの要望に合致すれば普及を行う

タイ人デザイナーと共にブランドロゴを作成した

越境活動許可： タイ国軍第3管区（北部管轄：本部Pitsanulok）より活動による越境許可書を取得（更新）。

16年5月11日発行、2016年4月から2019年3月末まで有効。

タイ北部の農家ネットワークによる認証制度（公的な認証ではない）に参加することを検討

署名者：Bangjue Changpunthong中将

有機認証取得： 一般的な有機認証は、場所柄取得が非常に困難であるが、タイ国立Rajamangara技術大学

ピサヌローク校のKisadani教授に協力を依頼し、取得の可能性を模索中
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シードバンク細評

【概要】

目的：

運用方法：

※

運用主体：

展開計画：

※ 試験的貸付（シードバンクを運用させ、地域に定着させるには、多くの事例経験が不可欠なため）

【活動成果】

保管施設：

収集種子：

試験的貸付：

【地域別種子集計表】

累積供給量 累積貸付量 累積返済量 損失量 施設保管量 未返済量 累積資産

A B C D E=A+C-B-D F=B-C-D G=A+C+F

Supply Lend Return Lost Stock un-return Total Seed Amount

2369.7 899.8 0.0 0.0 1469.9 899.8 3269.5

81.7 0.0 0.0 0.0 81.7 0.0 81.7

893.2 0.0 0.0 0.0 893.2 0.0 893.2

679.0 13.0 13.1 0.0 679.1 -0.1 692.0

4023.6 912.8 13.1 0.0 3123.9 899.7 4936.4

400.0 400.0 200.0 0.0 200.0 200.0 800.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 8.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

408.0 400.0 200.0 0.0 208.0 200.0 808.0

4431.6 1312.8 213.1 0.0 3331.9 1099.7 5744.4

（第2期）試験的貸付実施、地域別課題の抽出・分析、シードバンクの制度再設計、種子の増産

①優良種子の保存と提供、②災害時の緊急保険、③難民帰還者への初期農業資本の提供

貸付をコミュニティーへの連帯責任とし、年利10%の利息を元本に上乗せする返還義務を課す

ミャンマーで一般的な仲介業者による利息（年利60～180%）よりも格段によい条件である

カウンターパート主体で実施。貸付選定や回収はカウンターパートが担当し、幣団体は適宜アドバイスを行う

（第1期）ニーズ調査、保管施設の建設・整備、種子の収集、試験的貸付の先行実施

Karen

（第3期）本格展開、制度の定着を目指す

カレン、モン州は農業改良普及所の一画に、種子保管施設を新設

カヤー、シャン州は既存の農業改良普及所の一画を利用し、電気系統のみの整備で対応

カレン州（米、こんにゃく、バナナ、うこん等）

カヤー州（米、チアシード、とうもろこし等）

モン州（米、こんにゃく、かぼちゃ、パパイヤ等）

シャン州（米、チアシード、かぼちゃ等）

カレン州（16年5月開始）、モン州（17年1月開始）、シャン州（16年6月開始）にて先行実施

単位(kg)

Center

Kayah

Mon

Shan

Center Total

Community

Karen

Kayah

Mon

Shan

Community Total

Grand Total

シードバンクフロー（イメージ）

村人

シードバンク
農業改良普及所 in out

損失

返済予定

供給

供給

貸付

返済

貸付

各シード量（イメージ）

累積供給量：A

累積貸付量：B

累積返済量：C

累積損失量：D

施設保管量：E

E=A-B+C

F=B-C-D

未返済量：F

累積累積資産：G=A+C+F

G=A+C+F G=A+B-D

累積供給量：A

累積貸付量：B 累積損失量：D
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シードバンク細評
【作物別種子集計表】

累積供給量 累積貸付量 累積返済量 損失量 施設保管量 未返済量 累積資産

A B C D E=A+C-B-D F=B-C-D G=A+C+F

Supply Lend Return Lost Stock un-return Total Seed Amount

2.0 1.0 0.0 0.0 1.0 1.0 3.0

0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.7

160.0 160.0 0.0 0.0 0.0 160.0 320.0

24.0 0.0 0.0 0.0 24.0 0.0 24.0

67.2 12.0 12.0 0.0 67.2 0.0 79.2

19.4 5.0 0.0 0.0 14.4 5.0 24.4

3.5 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0 3.5

1.5 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5

2.7 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 2.7

1.5 0.8 0.0 0.0 0.7 0.8 2.3

1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0

7.6 0.0 0.0 0.0 7.6 0.0 7.6

517.0 500.0 0.0 0.0 17.0 500.0 1017.0

200.0 200.0 0.0 0.0 0.0 200.0 400.0

4.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 4.0

1.3 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 1.3

0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2

0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.5

1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 1.4

9.4 3.0 0.0 0.0 6.4 3.0 12.4

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

142.0 1.0 1.1 0.0 142.1 -0.1 143.0

14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3

0.4 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4

2119.9 0.0 0.0 0.0 2119.9 0.0 2119.9

0.8 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.8

39.8 30.0 0.0 0.0 9.8 30.0 69.8

63.6 0.0 0.0 0.0 63.6 0.0 63.6

0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1

5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0

0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.5

0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1

600.0 0.0 0.0 0.0 600.0 0.0 600.0

2.7 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 2.7

5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.5

4023.6 912.8 13.1 0.0 3123.9 899.7 4936.4

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

200.0 200.0 0.0 0.0 0.0 200.0 400.0

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

200.0 200.0 200.0 0.0 200.0 0.0 400.0

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0

408.0 400.0 200.0 0.0 208.0 200.0 808.0

4431.6 1312.8 213.1 0.0 3331.9 1099.7 5744.4

eggplant

単位(kg)

Center

agasta 

angled gourd

banana

Black Sticky Rice

chia seeds

chilli

corn

cotton

cucumber

pigeon pea

gourd

Green pea

konjac

Lady finger Banana

Loofah

malabar spinach 

moringa

Morning Glory

okra

papaya

passion fruit

Velvet bean

pumpkin

Red bean

rice

roselle

sacha inchi

sesame

Sesbania

soybean 

Spiny gourd

tomato

turmeric

wax corn

winter melon

yard long bean

Center Total

Community

chilli

Local Banana

pumpkin

Community Total

Grand Total

sesame

yard long bean

winged bean
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僻地開発活動細評

【概要】
目的：

活動の枠組み：

活動内容：

期間：

採用手法：

実施手順：

【属性】

実施地数：

参加者属性：

【活動成果】

参加者の満足度：

◆指標外成果

カレン州：

カヤー州：

モン州：

シャン州：

【見えてきた課題】

カレン州：

カヤー州：

モン州：

シャン州：

作付実験に成功した作物の普及。土質改良や有機肥料による収量・品質の向上、栽培費用の削減

。研修による生産肥料の品質向上

農業改良普及所で得られた成果を少数民族地域の末端である僻地の村々へと展開し、少数民族地域の住民

の生活環境を向上させる

過去に農業改良普及所で実施された本団体による長期農業研修の卒業生と連携し、環境配慮型農業の普及

を行う。各村々から環境配慮型農業を実施したい農民10～20名を選定し、本活動のために割り当てられた

コミュニティー農場にて、共同農業を実施する。

本活動は農業研修卒業生が長期研修で取得した知識や技術を、自身の故郷のコミュニティーで普及させる

活動をサポート（フォローアップ）するものである。そのため基本的には彼らの普及活動の自主性を重視

し、あくまで本団体の関与は活動の中で見えてきた課題や要望を解決する手助けに留めることとした。

本団体農業専門家、専門家補佐、カウンターパートスタッフが定期的に実施地を訪問し、必要とされる（

若しくは役に立つ）知識や技術を指導する単発的研修、年間栽培計画の作成に係るアドバイス、水質や土

質検査、栽培に係る助言、モニタリング等を実施した。

各コミュニティーの自立のため、実施期間は本事業年度末までとし、第1期終了後に3ヶ月間の活動の最終

評価を行う。

PDCAサイクル（事業活動管理手法： Plan計画、Do実行、Check評価、Action改善を

繰り返し行うことで、継続的な改善を実施する）

①研修修了生が住民と共に年間栽培計画（Plan）を定め実行する（Do）

②定期的に農業専門家、専門家補佐が各地域を回り、土質調査や栽培指導（Check）を行い、農業栽培計

画の修正や生産活動の改善（Action）を行う。

③これらを繰り返すことで、各地に適した農業生産を実施する。

29村（少数民族支配地域22村、少数民族影響地域7村）

参加数：449名（カレン州219名、カヤー州60名、モン州95名、シャン州75名）

質問項目で生活環境が向上したとの回答数が平均86.7%であった（アンケートによる）

シードバンクの試験的実施。国内避難民への農業知識・技術の提供。小学校のプログラムとして

実施。栽培意識の変化（冬野菜栽培の初挑戦）。有機肥料による収量・品質の向上

USAID/IRCとの共同実施。作付実験に成功した作物の普及。参加者以外への技術普及。有機肥

料による収量・品質の向上

シードバンクの試験的実施。作付実験に成功した作物の栽培による収入向上。有機肥料による収

量・品質の向上、栽培費用の削減

カレン族の怠惰な性格。一部の普及員の知識不足。農薬に汚染された土壌。村長による農薬の推奨。栽培

にあまり適さない環境。日雇い労働との両立

農薬依存による困難な有機農業の普及。農業普及員の若さによる普及の困難さ。カウンターパー

トの不十分な協力（業務過多による）。農業普及員の活動辞退

雨期の困難なアクセス。農業普及員の若さによる普及の困難さ。厳しい栽培環境。土地を借りて

の農業

一部の住民が参加に消極的。雨期の困難なアクセス。日雇い労働との両立。乾季の水不足。傾斜

地による小さな農地
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